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１．第 3回合同稽古の結果。 

 3月 19日（月）の第 3回合同稽古には会長、理事長、大江、山下、澤田、石上、岡﨑、同弟、

由良及び本町道場の門人4人など13人が参加しました。5月に実施予定の第4回合同稽古は槍、

棒などの長巻を主なテーマにしたらどうかと考えています。場所は福森理事長傘下の本町道場

とし、日時は指導者の皆さん方にとって出来るだけ都合の良い日を決めることにしましょう。 

２・当面の行事予定。 

(1) 第 8回近畿審判講習会 

  4月 7日（土）午後 6時～8時  大阪市中央体育館「剣道場」 

(2) 第 3回大阪少年少女大会 

4月 30日（休）午前 9時 30分～ 大阪市中央体育館「サブアリーナ」 

(3) 第 3回城東諏訪スポーツチャンバラ交流会 

  5月 13日（日）午前 9時 30分～ 大阪市立諏訪小学校体育館 

(4) 第 33全国少年少女大会 

5月 19(土)～20日（日）     油比町民体育館(静岡県) 

３．大友館・伊都支部閉鎖のお知らせ。 

   大友館の伊都支部道場は稽古者数の減少などのため、このほど閉鎖されました。 

   稽古希望者が多くなるなどの状況変化があれば、改めて再開することも見込んでいます。 

４．第 4回スポーツチャンバラ和歌山(県)大会。 

   そろそろ、第 4回和歌山(県)大会の開催準備に入る時期になってきました。 

  各指導者は開催の日時と場所、大会の運営内容、主なイヴェントの企画など、この際、取り入

れてみたいアイデア等々を検討しておいて下さい。門人の皆さんからも大会運営に対する希

望・提案を丁寧に集約しておくことが大切です。大会での主役は選手であって、大会役員・審

判員・運営委員の役目は、参加した選手が「悔い無く、気持ちよく、試合が出来た」と喜んで

くれる大会を仕上げることに尽きると思います。 

 

     “花”より「防禦」 

       桜の時節となりました。桜が「ぱっ」と花開き、また「はらはら」と舞い散るさ 

まの“見事な潔さ”に、私たち日本人の祖々は古来から、独特の憧憬があったようで、

学生や軍人の制服の金ボタンには必ず五弁の桜がデザインされているほどでした。 

「同期の桜」などの軍歌の歌詞には「死ぬるを正義」とする“特攻精神”を鼓舞す 

る詩意があります。“勇ましい”とは思うものの、「国のために命を捨て、家族を捨 

てる」覚悟を強要された兵士の心中の「苦しい葛藤」にはさぞかし厳しいものがあ 

ったことでしょう。スポーツチャンバラに限らず、格闘技の鉄則は「守即攻」、「攻 

即守」であると教えられています。「鉄壁の防禦態勢あってこその攻撃」です。 

当然のことながら、『“攻撃”のためにではなく、“防禦”のためにこそ、スポーツ 

チャンバラの修行に励みたい』と改めて願っている次第です。（会長 安田孝雄） 
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